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●  社外に常駐している社員も含めた
全社員の勤怠を管理できるシステ
ムが必要

●  クラウド上に勤怠管理システムを
構築し、社外からのアクセスが可
能に。全社員の勤怠管理を実現

●  オンプレミスで利用している .NET
アプリケーションを、短期間にク
ラウド上で利用可能にしたい

●  PaaS型クラウドを利用し、サーバ
設計やインフラ構築が不要となり、
迅速なクラウドサービス化を実現

●  性能やセキュリティの不安なくク
ラウドサービスを利用したい

● 国内データセンターに構築された
クラウドサービスで、高速でセキュ
アな利用が可能

株式会社クロスキャット 様
Cross Cat Co., Ltd

既存の勤怠管理システムを PaaS 上に短期間で移植
クラウドを利用した新しいシステムインテグレーションを実現

前田 耕司 氏｜株式会社クロスキャット 取締役執行役員

「FGCP/A5は国内のデータセンター上に構築    
されているため、性能、セキュリティの両面で       
安心して利用できる点を評価しました」

概 要

　独立系システムインテグレーターのクロスキャット様は、長年、金

融機関のシステム再構築や統合に携わり、システム開発の品質と信

頼性の高さにおいて高い評価を得ている。また経営の革新や効率

化支援に長年携わってきた実績を活かし、独自開発のテンプレート

「CCBITemplate」により、BIシステムの構築をトータルにサポートして

いる。労働基準法改正により「ワークライフバランス」が注目される中、

同社は勤怠管理見直しに着手。すでに販売していたパッケージシステム

を PaaS型クラウドサービス、「FGCP/A5 Powered by Windows Azure」

（以下、FGCP/A5）上に移植し、新たな勤怠管理システムを構築。同時に

SaaS版として外販を開始した。
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株式会社クロスキャット

社外からのモバイルアクセスを容易に実現

国内データセンターに構築された PaaS型
クラウドサービス

FGCP/A5 Powered by Windows AzureTM



お問い合わせ先

  
困難だった社外に常駐している

　社員の勤怠把握

既存の勤怠管理システムを再構築すること

になった理由を、同社 取締役執行役員の前

田耕司氏はこう述べる。「従業員約 570名の

8割近くが社外に常駐しているため、既存の

自社用勤怠管理システムでは、正確な勤怠

把握に限界がありました。リモートアクセスな

ども可能でしたが、制限も多いうえ全社員の

アクセスは難しく、見直す必要が出てきたの

です」。

同社は「クラウドサービスなら、手間をか

けずにリモートアクセスが可能。PaaS型であ

れば管理・運用の負荷を軽減し開発に集中で

きる」（前田氏）との理由で、各種クラウドサー

ビスを検討。その結果、FGCP/A5の採用を

決めた。前田氏は、「移植するシステムが .NET
アプリケーションだったため、Windows 

AzureをベースにしたFGCP/A5は最適でした。

また、国内のデータセンター上に構築されて

いるので性能、セキュリティ面で安心して利

用できる点を評価しました」と語る。

 
モバイル端末からアクセス可能な
　勤怠管理システム

FGCP/A5上に構築された勤怠管理システ

ムは、予実管理、ワークフロー、工数管理

などの機能を備え、携帯電話やスマートフォ

ンなどのモバイル端末からのアクセスが可

能となっている。特徴的な機能が、緊急連絡・

安否確認だ。

「当社は仙台にも支店があるのですが、先

日の東日本大震災では安否の連絡が取れず

苦労しました。緊急連絡・安否確認機能は、

そのときの経験から盛り込むことを決めた機

能でした」（前田氏）。

システムの構成について、同社の第 2シス

テム部 部長の高橋 晶氏は「工数管理機能は

オンプレミスで管理しているプロ

ジェクト情報等を参照しており、パ

ブリッククラウドとオンプレミスが

連携するハイブリッドクラウドと呼

ばれる形態としています」と語る。

 
PaaS上に構築したシステムを
　SaaSとして外販

導入効果について高橋氏はこ

う述べる。「開発開始から 2か

月ほどでパイロット版を稼働でき、非常にス

ピーディーに開発できました。通常では、企

画段階でさまざまな設計について検討する

必要がありますが、FGCP/A5ではサーバ設

計やインフラ構築に時間を費やすことなくす

ぐに開発に入ることができ、スタート時の時

間を大幅に短縮できました」。

今後、同社では勤怠管理システムを SaaS
として「CC-BizMate」の名称で外販すると

いう。「当初から外販を視野に入れていたの

で、お客様の抵抗が少なくなるよう国内デー

タセンターを利用する FGCP/A5を選んだ

という理由もあったのです。同システムは、

当社が実利用しているので、単に勤怠の時

間を管理するシステムではなく、どのように

残業を抑制するかのノウハウが集約されて

います。実際、当社の残業時間は前年対比

で4%ほど削減しました。昨年よりも忙しかっ

た本年で 4%削減ということは、実質10%
程度の削減効果があったのではないかと感

じています」（前田氏）。

さらに前田氏はこう続ける。「『CC-

BizMate』のように PaaSを利用してシステ

ムを作り、それを SaaSとして販売するとい

うのは新しいシステムインテグレーションの

形になると考えています。今後も、さらに

いろいろなサービスにチャレンジしていきた

いです」。

富士通は、お客様のご要望にお応えでき

るよう、FGCP/A5の向上になお一層努力し

ていく。
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【株式会社クロスキャット様 システム概要図】
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勤怠管理システム
「CC-BizMate」

FGCP/A5
Powered by Windows Azure

注） 掲載内容は取材当時のものです。そのため、製品・サービスおよび取材先の所属などにおいて内容が変更されている場合がありますので予めご了承ください。（取材日：2011年12月）

製品の詳細はwebにてご覧ください。 http://jp.fujitsu.com/solutions/cloud/paas/fgcpa5/
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伊藤 康史氏
ICTサービス＆サポート事業部
部長

高橋 晶氏
第 2システム部
部長

製品・サービスについてのお問い合わせは

富士通コンタクトライン（総合窓口）

0120-933-200
富士通株式会社
〒 105-7123　東京都港区東新橋 1-5-2 汐留シティセンター

受付時間 9：00～17：30
（土・日・祝日・年末年始を除く）


